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　　　　　　　　　 4． 黙 河 省 産 の タ マ コ ロ ガ．シ

　　熱河省動物採集觀察の 族の 始 めか ら絡 まで
、 殆ど毎 日見 る こ との 出來た 甲

蟲 は 、 實に タ マ コ ロ ガ シ で あつ た 。 熱河省の タ V ＝
・
P ガ シ の こ とは歸朝以來方

々 ℃ 話 した し、書v ・た もの で 印刷 に な つ た の も二 三 に 止 ま らぬ 。 併 し、小隼の

筆 に な る もの で
、 最 もまと まつ て ゐ る の は 、 次 の

一
篇で ある 。

　　岸田久吉一一19討 Apriト 熱 河 省の タ マ
コ

・ ガジ甲蟲 に就 て一紀 州 動 植 物

VoL 　1
，
　No ．1

，
　pp．4

− 9
，
1pr ．

，
2textfigs ．

　　 それ に 於 て は 1）滿洲産 タマ コ ロ ガ シ に 3種 ある こ と 、
2）熱河省 に は オ ホ

タ マ コ ロ ガ シ Scarabaeus　sc　cer 　LD ／rTi“AEus と コ タ マ ゴ ロ ガ シ 〔］y”Tnopaleu？
”
tes　ptlugce一

慵 L 珊 脚 s の 2 種 あ る こ と 、
3）兩種 の 形 と色 、

4）兩種 の 分布 と出現 、
5）所

謂 タ 寸 をこ ろが ず習性の 觀察 を記 して お い た 。

　　 タ マ コ 卩 ガ シ が 犬の 血 色 ス ピ ロ ケ ル カ sptt−oeerca ・srmgtcinolentct の 中間宿主

で ある こ とは 、 奉天 の 小 野定雄氏 （1929；1932； 1933）の 枅究 に 依つ て 明 らか に

なつ た 。

　　伺ほ タ マ コ ・ ガ シ 2 種 の 學名や 記載は 三 輪勇四郎博 士 が 、 小 生等の 材料 で
、

改 め て 報告を書い て 下 さ る 。

　　　　　　　　　　5． 熱 河 省 産 の テ ン タ ウ ム シ

　　熱河省内 の 昆蟲界は直翅類 を除 くと、實に貧弱な もの で ある 。 その 點か ら

見 る と此地 の テ ン タウ ム シ は存外豐富で あ ると云得 さ うで あ つ た 。 湯淺啓濫氏

に 見 て い ただ い た結果に よると 、
4 矚 6種 あっ た 。

　　 日本 と≠樋 の 種類は 4 屬 4種で あ る 。 1）オ ホ ニ ジ フ ヤホ シ 2Pちオ ホ テ ；i
　．F

ム シ ダマ シ 、湯淺氏は近 來 EPila・chn α　t・ゴ伽 ‘｛oc ‘鵬 α幅 α伽 M （鵬 HULSKY と云 ふ 、 北

隆館 の 日本昆蟲圓鑑 の とはちが つ た學名を用ひ て ゐ られ る 。
2）ジ フ シ ホ シ テ ン

タウ ム シ （70cCinella　Tecttf｛oi
’
clettifnpzestzelasta・　Li）iTNAEL’・s　3）テ ン タウ ム シ 即ち ナ ミ テ
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ン タ ウ H ・・Tm ・吻 鰐 ・鵬 P 觚 ・・ 4） ヒ メ カ メ ノ コ テ ン epP ・卿 如吻 ・P・・i・a

TH   ERG 此 の 4 種 で も 、 小生 等の とつ た の は存外 日夲で 見 て居 る樣 に は變 化 　　、

が なか つ たが 、
ナ ミ テ ン タウだ けは一種類内の變化が 多 く、色型が 頗 る多樣で

あっ た 。 ジ ヤ ガイ モ 畑 や 西瓜畑 に は普通の 種類 が多數 に ゐ た 。

　　珍 しい もの で は朝 陽で 探 集 した ヒ メ ボ ソ テ ン タゥ 湿 o 漁 猫 吻 磁 GOE頒

が あ る。 從來歐洲 ・支那 ・シ ベ リア か ら知れ て ゐ た種 類 で ある。 全 長 時 に は

5mm ．を超 え る が 、 まつ 小 や 方 の もの で
、

ジ フ シ ホ シ テ ン タ ウ と は似た大 さ で

あ る。 但 し，、翅鞘は 淡v・褐黄色
一

次 羯 又 は濃茶褐色で 、
10− 13 位 の 大小不整

の 黒點 を散布 して ゐ て 、美 しい 。 前胸背 の 白黒の斑紋 は
「
1 疋以上 同一型 の もの

灘 露・窓
一

罷万灘雛…
「

山 の 尾根 を傳ふ

』
萬里 の 長域 （日光寫眞舘寫 ⊃

が 無Viと い つ て も可 い 位 に
、 變異が賑粐で あつ て 、地 と斑が主 客て みた う して

居 るか と思は れ る もの もあるが 、 小 生 は．勿論地 を淡い 黄白色 と考 へ て ゐ る一人

で あ る。
・

．

　　それか ら内地 の ナ ナ ホ シ テ ン タウだ ら うと思っ て採集 した の が 、 歐洲か ら

朝 鮮 に か け て 棲 息 す る コ モ ン ナ ナ ホ シ テ ン タ ウ Uoccinella　septefrptsnctata

LrN−yAEuS だ との こ と で 、 少年時代か ら暗記 して ゐ た學名の 主だ つ た 。
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’

　　　　　　　　　 6．熱河省産の ア カ シ タ バ ハ ゴ ロ モ

　　昭和 8 年 9 月 6 日　われ等生 物學班 は興 隆 を立 つ て 萬 里 の 長 城 を突 破 し

て 、 中華民國河北省の 墻子路に 泊 つ た 。 此 の 日の 午飯 をとつ たと こ ろが泉嶺 の

西 阪の 茶店 で あつ た ， 其所 の 崖 に 1 本 の 大 きな 二

’
ハ ウ ル シ ．　Andasnthus　 altdSSir ｝CG

SWINGLE
，
1916 （此學名は特に 北 川政夫氏 に 數 へ て い た だ い た）の 木が大 をな葉

を つ けて 、 日蔭 を投 げて ゐ た 。 此 の 木は シ ン ジ ュ と も云 つ て
、 元 來支那原産 と

し て 有名 な庭樹で ある
。

』
そ の 露出 した横の 根や根元 に とまつ て 樹液を吸 つ て ゐ

る ビ ハ ハ ゴ ロ モ 類 が多數 に 居た 。 見付だ小生の 喜 は實に 大 きな もの で 、 早速捕
．

へ て は エ
’
チ ィ

レ ア ル コ ール に浸 した 。

・
大 方採 りっ くした 時分 に ボ 森爲三氏 が 駈 け

つ け て 、一
疋 殘 らすに集め られた 。 今回 の調査研 究 の 族 で 見た

一一as綺wa　ti昆蟲

は ヤ 此の ノ

〉
ゴ ロ モ で あつ た 。 小生 は此 に ア カ シ タ ベ ハ ゴ U ・

モ の 名 を與 へ た 。 大

阪 及東京 の 兩朝 日 に 此 名が 出た 筈 で ある し、方 k で の 壽 土産講演や ラヂ オ 放途

に も使 つ た 。 叉 今年の 兩朝 日の お正 月記事 には ス ケ ツ チ も入れ て お い た 。 此 の

種 の 墨名は小 生 の 研究 した所 で は Lllcoo・mff 　iole　SrAr．；　1863 で あるρ 此 に よ く似

た 五即 潮 偏 瀦 磁 〜6‘α （WIIITE ，1845 ）〔sub ： Aphncena〕 は天 津の ロ シ ア 公園に 居

る と云 ふ こ と で 、ベ ニ シ タ バ ハ ゴ ロ モ 叉 シ タ ベ ニハ ゴ ロ モ と云 ふ 和 名で
、 大逕

の 小林勝氏 （1934）が滿洲博物同好會 々 報 No ．4
，
　p．47 に 書い て ゐ られ る （種 名

は
・
翩 謝   と誤植 され て ゐ

・る ）。 併しなが ら、 小 生 は官分 の 採つ た もの は前

か らの 考論 で
、 誤つ て ゐ なV ・と今 も信 じ て ゐ る 。 兩種の 區別 tt・　DIST．ltsnr，　W ・L．

（1906，p，207）に よると 1）大小 、2）頭部突出體 、3）兩翅 の斑點 め大小 に 在る

樣 で あ るが 、實 はヂ ス タ ン ト氏 は ス タール 氏 の ioteの 文 中大切 な句を見落 して

ゐ る g それは眼 の た め で なV ・ 、頭腦 の せ い で あ る 。　ioleの 方は
「
wings

’
coGeineous ，

with 　 8− 10　black　 spets
，
　piceotes　 behind　the　middle ，

　and 　 there　 with 　 a 　Shortened

fascia　green　or　bluish−green ； anal 　 valvules 　in　female　sauguineous ．此 の イ タ

リッ ク の 部 分 を玩 味す る こ とを要す る 。 後翅 の 元 の 方 の 赤 い 所 と端 の 黒 と淡青

の 所 との 聞 に 大 ぎな黒斑が明 らか に一
つ ある。

delicctit‘la に は此 の 黒斑 が缺 けて

ゐ る o

　　 因み に ioleは ス b ク ホ ル ム 博物館所藏
‘c
　lndia　orientalis ，”

産の 標 品か ら

記載 され 、 精確な産地の 知れない種だ つ たの で 、其 れが東部 印度の 外、熱河省

に も分布 し て ゐ る こ とが 知 れた の は學界の た め によろ こ ぱ しい 。

厂
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　　　　　　　　　　　　？． 熱 河 省 産 の ギ ス

　　
．
小 生の ギ ス と云 ふ の は 一般に キ リギ V ス と書い て ある種類で ある 。 現 今の

本の キ リギリ ス は僉議をか さ訟 る程 、不都合の 度を強 める故 、民 間の 俗稱を そ

の ま S
’
．小 生は ギ ス と呼 ぶ こ と に した V ・

。 餘談は さ て お を 、 熱河省内で 採集 し

た り
’
買 ひ とつ た ギ ス は衣 記 の 3 騰 5 種 で あ る。 ギ ス は古 くか ら小 生 が興味 を有

す る所で 夢るが 、 今回の採 品は森爲三氏の 手で整理 され る こ と に なつ た か ら 、

分類上 の 詳細 は．同 氏 の 報文に た よ らね ば な らぬ が 、 小生は從來の 諸家の 報丈 に

對 して は實際あま り信 用 して ゐ ない 一
人 で ある ζとを公言 し て お く。

　　 1） ハ ネ ナ ガ ギ ス G α   psocl伽 ttSStcriensis　ADELUNG ， ユ910． 小生が通 俗の 交

で は い つ もマ ン シ ウ キ リ ギ リ ス と呼 ん で 來た もの で あつ て 、在 滿鮮數入の 諸君

の 筒一和名の もめ とは全 く別種で あ る 。 熱河省 で は南 北を通 じて イ ネ科や カ ヤ

ツ 、リ グ サ 科の 叢たゐ る
。

．
出現期 の 長 V ・ も6 で ある 。 ♂ は體萇 30mm ．前 翅長

40・tnm ．9 は體長 83
’
mm ．

’
前 翅長 40・mm ：産卵管

−
25　mm ．位を計 る 。 東 t ・・a

一 トの 草原……等で 10 月王 旬、初雪が 來 る と云 ふ の に 、ヘ リの す りれた翅 をす
1

りなが ら鳴 い て ゐ るの に は」哀愁 を感ぜ しめ．られた 。

　　2） ホ シ コ パ ネ ギ ス （］CVInf ）．soeteiSi　 ebsmcrus （WALKER ，
1869 ）〔sub ： Dectiozas）

朝陽 と霧靈 山彙で探集 した 。 森爲三氏 は古北 口 で も採つた
』
と話 して お られた 。

翅は腹 よ りは明か に短 い けれ ども 、
、
併し短 翅の ギ ス 中で は 相當に 大きV ・方 で あ

る し、又 珍 しい こ と に は前翅 に は紫褐色 の 胝絛と小 點が あ るの で
、 他種 とまぎ

れ る こ とが無 Vb。 少 V・種類で あ る。 6 は體長 35　mm ．前翅長 2生mm ． ？ は體

長 43　mth ，前翅長 25　mm ．産卵管 22　mm ． 拿 kケ ダ ニ 科 の幼婢をや ど した の

が ゐ 鬼 。
キ リ キ リ…・一とつ づ けさまに鳴 く。

　　3） コ パ ネ ギ ス GaavepsocZe・is　seclakovii 　FIScHER 　DE 　WALDHE − 1
，
1S46，滿鮮在

佳 3− 4 の 諸君 が マ ン シ ウ キ リ ギ リス と書 い て ゐ られ る種類で あ る。 なるほ ど

分布 は全 滿洲 に 亘 つ て ゐ る し、 叉熱河 で も各地 に ゐ る
。 併 し、鳴聲が 内地 の ギ

ス とは ちがふ し 、 翅が 非常に短 V ・か ら、 此和名は改稱す べ 9 もの で ある
。 故 に

小 生は早 くか ら コ バ ネ キ リギ リ ス と全 く別 の 和 名で 呼ん で ゐた 。 6 の 體長 43

mm ．前翅長 17　mm ． 9 の 體 長 50mm ．前翅長 11　mm 。産卵管 33　mm ，高梁

の 蓮や 葉 を割つ て挾 み 、VO くらも市 場に 費 つ て ゐ る 。

　　4・） ク ロ コ バ ネギ ス Atianticu・s （＝ 4 ，｝協 涯砧）sp ． 此島 は面 白 い 翁布 を して ゐ
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る もの と して 、昆蟲學者の 注意 し て ゐ る もの で あ 筝。 現 在本種 ぱ分布が 非常に

極 限きれて ゐ る らしく 、 小生等は霧靈 山彙の 五岔溝で 、夜聞探集 K 多數採集 し

た し 、 叉長山峪 か ら 10km ．位東南の 二道溝ρ山中で も可な b に採 つ た 。 前胸背

が長大で あ り、 前翅は小 V ・ が後外角 に張 つ て ゐる 。 前者の 後方が淡い 友紫赤色、

後者の ヘ リ が 白・く、體の 下面が荻紅色で ある外 、 殆 ど黒 V・
。 ♂ の 體長 27mm ．

前翅長 7mm ． 9 の 體長 25　mm ．（前翅はか くれ て 見え ぬ ）、 産卵管 20　mm ．

r ∵
こ
齟ttt1

ツ
ロ
に マ
へ　

ツ マ””7’−　’t．マtt「t／t
’

  ・．’
t
’
∵
・
二霪

．
 い ・

二 道溝 帳 山 峪の 東南） の 山地 （高橋基生 氏寫）

　　 5）ボ テ ギ ス 刀8昭 σ傭 煽 拠   8rsα U 、・ARov ，1930． 小生が ボ テ キ リギ ウ ス
、

他 の 人 k が オ ； キ リギ リス 、 ゴ バ ネオ ホ キ リギ リス 、オ ホ ガ タ コ パ ネキ リギ リ

．ス ……等 と云 つ て ゐた種類 で ある 。 從來 （rallim．egros 　ones （PALLAS ）だ の 、
　Oeo’a−

cantha 　omos （PALLAS ）だ の と書V ・た 入が あつ た けれ共 、實は皆分類書を讀まぬ

人の 出鱈 目で あつ た。 兩性共 、 前胸背下 に か くれた前翅 の 發音器 で 、 存外美音

を立て る
。 夜 も晝 も鳴 くし 、 眞晝間 に 交尾しなが ら鳴Vn七ゐ る こ と もある。　i

チ ル ア ル コ ール の 坊闇 で 所謂
“

純
”

な もの へ 浸

’

して も、30 分位 は鳴い て ゐるd

徳永重康博士 は
“

それ が ほ ん との 悲鳴だ
”

と しやれ ゴ をきV ・ て ゐ られた 。 興隆・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疊

二道溝 ・炭局子 ・古北 ロ…一・等 で採集 した e 産地 は鮮 滿 に 亘 つ て ゐ ると云 ふが 、

各地 の 棲息箇所 は存外極 限 された狹 い 所 で ある樣 だ 。 それか ら小生は朝鮮産 の

もの を木下周太氏 ・江 口貢氏……等各位 の 御 親 切 に 依 つ て
、 精 しくし らぺ た の

で 、此 ぺ て み る と殆 ど同
一

種 らし くはあ るが 、
一
體朝鮮産は ほ そ く小 くて

、 色

が 白 つ rrlnし 、 前胸背の 兩側 に 1對 しか小 突起炉無 く、外稜 は外 曲性で あ る
。

叉 6 の 尾 毛の針は後内端 に 出て 居 り、 ♀の 尾 毛は抵 そ い 針の 分が砧の 分 と同

長位 もあ り、亜 生殖板の 所 の針 は基牛がひ ろ く、 r 見 して針が上 曲性で あるか

の 樣 で ある 。 之 に 反 して 、 熱河 産は畢大 で 強 く炉召召o 粥 で あ り黒つ ぼ v ・ し、前胸

背の 兩側 に は 2 對 の 小突起を有し 、 外稜は殆 ど並 行で ある 。 それか ら 6 の 尾

毛 の 針 は後 内端 よ b も遙か に前 内方 か ら出 て 居 b 、 角縁 の 後方 113に 位 す る。 ♀

の 尾 毛 ほ 短 太 くて
、 針椎 砧の

1
ん あ る か ど うか と思ふ位 で

、 甚 しく短 い
。

叉 、 亜

生殖板 の所の 針は端 直で あ る し 、 ほ そ長 い
。 僅か の 差 異で は あるが 、 兎に 角前

記の 通 の明か に鑑別は 出來る 。 專門の ギ ス 研究者だ つ た らきつ と種類 を分たれ

るで あら う。 6 の體 長 50mm ．前胸背の 長 さ 17　mm ．幅 13　mm ．　 ’♀ の 體長

62mm ．前胸背の 長 さ 18　mm ，幅 14 皿 fii．産卵管 30・mm ．
　　　　 J

　　此 の ギ ス の 亘漢に 就 て は 、 小生は分類や 分布以外の 研 究や 觀察を少 し く有

つ て 居 る し、材料 も新 し
．
い の を昭和 9 年中に 受取 る都合に な つ て ゐ る の で 、他

に 報告 を書 くつ もりで ある 。

　　つ い で なが ら 、 前胸背 の後下 方發昔器の あ る翅の 前基部 に寄生する ダ ニ が

ある 。

　　　　　　　　　　8 ．熱 河 省 産 の ヒ メ パ チ

　　 ヒ メ パ チ 4 屬 4 種が 内田登 一氏 に よつ て査定 された。

　　1） テ ウ セ ン キ ベ リア メ パ チ Orewtasttrs　．tlavoorbitalis　CAiJERo］：　forma　cOTeanu ．g

（UcHIDA， 1928）〔sub ： 刀加8p 棚 ‘3〕　日本 と滿洲 の 産。

　　2）ガ ル ガ ハ ヒ メ パ チ CoelichOietGmσtb　tJα7tug αwen −sis　UcH エDA ，192 ． 巨本と滿

洲の 産 。

　　3） エ ダ ト ガ リ ヒ メ バ チ Spilocrgptvs　ram ｝uli 　UcHmA
，
　1934 ， 今回朝陽か ら得

た薪種で あ る。 體長が 躊 mm ．位 もある頑丈 な種類で あつ て ．腹は飴色で ある

が他は 黒v ・

。

　　4）オ ホ ア メ パ チ Op1吻 π 醜 召朔 （Ll．NNr 　A　EUs，1758）〔sub ： Ichimeumon〕　北来
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か らア ジ ア i

一
歐洲 を へ て

、
ア フ リ カ ま で 分 布し て ゐ る もの で 、小 生は それ を 2

疋 、 霧靈 山中で探集した 。 唯の ア メ パ チ と思 つ て ゐた ら、そ の 通 りで あつ た 。

　　　　　　　　　　　 9 ，熱 洵 省 産 の コ パ チ

　 ．熟 河省の 北孚は牛沙漠地帶で あ つ て ； そこ に は カ ン ヅ ウ と孟 ふ 甘 味を取 る

こ と の 出來る マ メ 科 の 孚灌木が 、ハ ナ ア カ シ ア の 樣な葉を して 、長い ゴ バ ウの

樣な根 を地 中 に は つ て ゐ る 。 小 生等は 9 月下旬 か ら 10 月
’
上 旬に か け て 、その 地

帶 を採集 して歩 い た の で、莢 を大分 に もつ て歸朝 す る こ とが 出來た 。 そ の 申で

五 文 地 の 砂漢 に 生 じ莢 をつ け て ゐ る 甘 草 （高橋基生 氏寫）

八 木誠政博士 に お すそわけ した分か ら、 同氏が コ パ チ を得 られた 。 石井悌博士が

査 定 された と こ ろ學界未知 の もの と判明 した め で カ ン ゾウ タネ コ バ チ tht・e’−ytom α

yaghii　IFmT ，
1934 と命名 された 。

　　此の 外 た蜂 に寄生 す る ア リヤ ド リ コ パ チ 8翻 鷓 躯 畝 の 1 種 を小生が探集

し て 來 た 。 それ は石井氏の 手で 目下研究 きれ て ゐ る 。

　　　　　　　　　　 10．熱 河 省 産 の 目 マ ユ バ チ

　　 カ ミ キ リに 寄 生 する ハ ネグ n ア カ コ マ ユ バ チ Iphiatelapt　 illl，poStoo
’SCOPOLI，

1763 の 成蟲 を小生 は五岔溝で採集 した 。 本種は 日本か ら歐洲 に か けて 廣 く分布

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

190 昆 蟲・
第 八 卷 第 三 號

して ゐ る もの だ
’
と云 ふ 。

　　 や は り小 生の捕蟲網 に 入 つ た もの で 、カ モ ド キ バ チ に よ く似た もの が ある 。

石井博士は之 に キ シ ダ コ

了
ユ パ チ Neorhegas　ipishidai　tsHエ1，

1934 と命名された 。

シ ャ ク ト リ、ム シ の 寄生蜂らしい
。

　　　　　　　　　　 1ユ．熱 河 省 産 の ア ヲ バ チ

　　熱 河省の 南牛に見事な山岳地 帶で ある
。 そ の 部 の 採集 中、小生 は他の 蜂 に

寄生す るか らと云 ふ の で
、

ア ラ パ チ は十分氣を つ け て ゐた が 、唯 1疋 しか探集

出 來 なか つ た 。 それが 内田登一博士 の 査 定に よ つ て ヨ ツ パ コ ア ヲ バ チ CJbl・ltsis

ignita（LI］：NAEUs
，
1758）〔sub ； Spl｝ex〕だ と云 ふ こ と が わかつ た 。 小 生は霧靈 山

彙中で 探集 した が 、 分布が ひ ろ く、 ．H 本か らシ ペ リ ア ・中華民 國・歐汎 ・ア フ リ ヵ

に か けて棲息 する 。

　　　　　　　　　　 12 ．熱 河 省 産 の ハ 厶 シ

　　友 人 に 子 爵高木正 得君 あ り、 本郷 の 學生時代 さかん に敏育 された おかげ で ．

ハ ム シ に は す ぐに 氣が付 く。 今は若 い 湯淺啓温斥が熱心 に 專攻 され て ゐ る の で 、

採集 品の 査定 に は何の 手 聞暇かか らなか った 。 熱河標 品 は 11 廳 13種 で あ る
。

　　 その 中で 日本 に も居 る の は 2 屬 3種 で ある。

　　 1） ヨ モ ギ ハ ム シ Chrysomctα　a
・
terichaCcea 　MANtsTERHELy．

　　2） バ ク カ ハ ム シ α嬲 ・
夥

Z・ 鋤 ・‘贓 ・伽 W ・EDE ・… ∬ ・ 此は バ ク カ に限

らず 、
オ ド リ コ サ ウ科 の 植 物 に は廣 くっ い て ゐ る 。

　　 3） ヨ ツ ボ シ ハ ム シ L 〜qPer・des　gLcc・（C・istutint・
ws 　 MoTscHU ・．SKIT． 此 は凌源 で 、

山 に も畑 に も川 ぺ りに も多 く居た 。

　　霧靈 山彙内の 五岔溝で 小い 瑠璃色の ハ ム シ をヤ マ ボ ウ シ の 蘗の若 葉で 探集

した 。 それ が 2 種 を含み 、甲が カ ミ ナ リノ

｝
ム シ 属 1pea　Hretticre　sp 、で 、 專門家 を鳴

か せ て 了 つ た 。 乙 は ム ナ グ ロ ル リ マ ル ノ ミ ハ ム シ tYenrirth ・i’｛t　n・i，g・）
・lco伽 WEISF で 、

紡種歌 の 前胸背が前後の 瑠璃色の 部 帥ち頭 と翅鞘 の 闇 に挾 ま つ て 、黒 色をして

ゐ る 。 カ ミ ナ リハ ム シ の 短廣なそ して 瑠璃色 をした前 胸背と は よ く見れぱ判然

と區別が 出來る 。

　　 シ ベ リア ・蒙古・滿洲か ら知れ て ゐ る 亅r醐撫 諏 absc7eintlbii 　（PALLAS ） か つ て

士井久 作氏 （192 わ が 公 主 嶺 附 近 か ら 得 て發表 された ム ネ ボ シ ア ヲ ハ ム シ

オP塑 画輙 置1協 」α98隔 α （FALPERMAXN ， 1S35）〔sub ：
．　Atechenia〕が 共 に 朝陽で 探 れ鬼

。
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　　や は り朝陽で の 探集品 に バ ク カ ハ ム シ に まぎらば しい 、翅鞘の 中凸度の 強

い 、 大形 の ハ ム シ が 大小 2毬 あ る 。 更 に 黒 くて斑點 は無 い
。 何で も伽 謡α 屬の

もの らしい と云 ふ こ とで あ る 。

　　承徳 の 離 宮で の 探 集 品 に は今・回の ハ ム シ 申で 最 も偉 大 な種 類を含ん で ゐ

る 。 それ妹 ト ホ シ マ ル オ ホ ハ ム シ 0独 8d θc6吻 脳戚 伽 B エ肌 BERG で ある 。．大 き

い 個 體は全 長 15mm ，に も逹 す る 。 全 體褪 せ た黄色
一褐黄 色で 、翅鞘 に あ らく

5 樹位 の 丸 い 黒斑 を1装ふ 。 前胸背に は 1對 の 赤掲色 一
黒色 の 小 點 を示 す もの が

　　　　　　　■

あ る
。 朝鮮や 中華民國で は プ ダ ウ類 に つ く害蟲 と し て 知 られ て ゐ る。

　　朝陽や 凌源で 小 生が ス イ バ みた v ・な小草本か ら探集 した頭が 黒 く、翅鞘が

瑠璃色 で 、間 の 前胸背が 赤 い
、 全長 5mm ．位 ¢）小 くほ そ v 、 ハ ム シ は 、歐洲壼と

して知 られた G’

αSt・roidete 　paolvgoni　Ln 　1　AEIJ
−
s　rd　S うで 、

ム ネ ア カ タ デ ハ ム シ の 和
’

名 をつ けた 。

　　以 上 の 外 、 承徳 と攤雫 の 間 の 双塔山 で 探集 した オ ホ ハ ム シ σcalerucnv　 D αhti

JQ餌 NIS 朝陽産の ス コ ポ リ ハ ム シ Coptoceph｛ila　・scopolirxnce 　LiコL’−v ，LEus の 2種 も 、

歐洲産と して は既知 の 種類 で ある 。

　　　　　　　　　 13 ． 熱 河 省 産 の ツ チ ハ ン メ ウ

　　小生等の 見た ツ チ ハ ン メ ウ科は唯 2 種 き りで あつ たが 、 併 し個體 の 數 は却

々 多か つ た 。

　　上 品な形で 眞黒 な色の は、 E 本 に もゐ る マ メ ハ ン メ ウだ らうと思 つ て 朝陽

や 凌源 か ら探 つ て 來たが 、 河野廣道博士 の 査定 に よつ て 、 テ ウ セ ン ク ・ マ メ ハ

ン メ ウ EPtcaUta　chivie ？vsis　MoTscHULsKY ，　1853 だ とわか つ た 。

　　 それか ら地色が淡茶 な翅鞘 に 丸い 黒點を 6 封前後 もつ て 居 り、頭 ・前胸背・

歩脚が漆黒色 を呈 し、 頭 と前胸 に 長毛 を生 じて ゐ る種は 、朝陽に も凌源 に も極

め て 多 くゐた 。 そ の 體の 大 さと翅鞘の 斑 紋は實に變化 に 富ん で ゐ る 。 之 も河野

氏の 査 定 に よつ て b
マ ダ ラ ゲ ン セ イ 蜘 ‘¢め廟 oα1漁 （PA．Llp．LS，

17Sl ）〔sub
■
： Meloe〕

で あ る こ とが 判 明した 。 朝鮮 ・滿洲
・中華犀國 ・

、ソ ピ エ
ッ ト聯邦 ・トル コ ・歐 洲南

部 ・エ ジ プ b等 に 廣 く分布し て ゐ る種類で あ る Q

　　　　　　　　　　 14．．熱 河 省 産 の シ 厶 デ シ

　　 シ デ ム シ の 幼蟲は何疋 も見たが 、名の わか．る成蟲 は 東 オ ＝ 　 ＝ L 一 卜王 府 に滯

在 す る間 に唯 1 疋 探集 した き Dで あ つ た 。 そ して 小生は之 を 日本 に 普通 なシデ
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ム シ IV・qf
・qpho7Lus　japoTiicnts　HA 　R・・D と思 つ て ゐ たが ・ 先程 ・河野氏 の 御研究 vaよ

る と ナ ミ モ ン シ デ ム シ 」艶 or 卿 ゐo γ1｛s 蜘 ，8覦 g祕 o ，
、
　ZE 皿 ER 皿 ，ユ824 で ある 。

　　　　　　　　　　 15． 熱 訶 省 産 の ザ ウ 厶 シ

　　ザ ウ ム シ は熱河省で は V ・ くらも見なか つ た。 此類 は河野博士 の 手で 査定 し

て い ただい て 、す つ か り剌明 した 。
4 屬 4 種 で あ る 。

　　朝陽や 凌源 で は稀で は あ るが 、短 吻 で あつ て 、黒 くて
、 ほ そ長い 、

’
中凸度

の 木き くて
」

く り くりした 小 い 種類が ゐた 。 大 きい もの で も全長精 々 7mm ．位

で ある 。 了ル ム ネヘ ウ e ン ザ ウ ム シ 1褊 βσ？廊 5q ，　lebaetie・ll・is．FALDERMA 珮 1835

と云 ふ 名稱 は實物 に 照合 する と適稱 で ある。滿洲 と北 支の 産 で あ る 。

承嬉離宮の 内 庭 の 池 ｛日光爲眞館寫）

　　承徳に は 中庸の 大 さ （體の 全 長 10 瑚 m ．位 ）で
、 黒地 乍 らも殆 ど友 色の 短毛

が密生するた め に 、次地 に黒琉 を有つ か の 樣 に 見ちが へ られ る マ ン シ ウ ハ ス ヂ

ザ ウ ム シ ・Pl｛teo・octeOOtat−s　sollici（tts　L　GYLLEIyH．4T．，　1834）〔sub ： Cteon，tFs〕が ゐ た 。 之

は東は ア ム ー リア か ら西は歐蘇の 中部 ま で に廣 く分 布して ゐ る種類で あっ て 、

滿洲各地 に見出 され る 。 泊徇義氏 （1930）の 關東州毘蟲 目録 （p．41，No ，1）に 松

村松年氏が マ ン シ ウ ソ ウ ム シ と命名 された と出て ゐ る の が 本種で ある 。
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　突隆塘か ら北營房 へ 拔ける隘道子梁 で
、 小生が

一
行 か らお くれ て 、馬賊村の

上 で 汗 を拭 きなが ら、
ヤ シ ヤ ブ シ み た い な木か ら採集 した 眞黒な大形 （♀ で 體

の 全 長 11．5mm ，位 ）の ザ ウ ム シ は、附近 に相當ある キ ク科の ヤ マ ボ ク チ みたい

な植物の 害蟲で あ らうか 。 河野博士は 日本の シ ラ ク モ ゴ パ ウザ ウ ム シ に 似て 非

なる もの と して 、薪た に キ シ ダ ゴ パ ウザ ウ ム シ Lao・intLS　fOi．ghi （lai　Kots’o
，
1934 と

命名 された 。

　　素入眼 に へ ん だ と見 えた の は 、朝陽 で 小生の 採 つ た一見淡青 い短吻の ザ ウ

ム シ で 、♀ の 體の 全 長 10　mm ，内外 を算する
。 翅鞘の 内後角が 後方 に は 訟出 し

た點 も目をぴ く。 日本の オ ホ ア ヲ ザ ウ ム シ や 朝鮮の ア カ ア シ オ ホ ア ヲ ザ ウ ム シ

と似 た別種だ さうで 、歩脚の 腿端か ら先が紫赤色 を淡 く輝 りは え る と こ ろか ら、

バ ラ ア シ オ ホ ア ヲ ザ ウ ム シ （thlerophanws　roseipe ，s　HELLER
，
1930 と呼 ばれ る こ と

．vaな つ た ・ ．

　　　　　　　　　　 16．熱 河 省 産 の ガ 厶 シ

　　昭和 8 年 8 月 21 日か と思 ふ 。 森爲三氏 は 承徳離 宮の 池 か ら　日本 に V ・ く

らもゐ るガ ム シ Hydrous　acumio αt2as（McvrscHuLsKY，1853）〔sub ： HTyd「ophil ’us 〕

を 1疋 綵集された
。 此池の 動物は植物と 向様 、 頗 る 日本の もの と よく似 て ゐ る

の で 、 此 もそ の 一
つ と深 く印象 した 。

　　8 月 27 日 宍隆唐か ら北 營房 へ の 途上
、 相當 こ た えた 縊道子梁の 山 上 の 冷

泉で 、 體長 3mm ．位 の 黒い 小形の ガ ム シ を 2− 3 疋 採集 した記憶が ある 。 騨谷

一男氏 に しらべ て い た だ い た 所、 日本 に もゐ る シ ジ ミ ガ ム シ Lcvaeobius　 bθd覦

SHARP ，
　1884 だ と の こ と で あ る

。

　　以上 2種が 山岳地帶の 先 づ清水 産と云 つ て よ
．
い もの で ある。 牛沙漠地帶で

は東オ ニユ ー b か ら少 しく離 れだ 小 河 へ 流 れ こ む牛馬の 糞 と ソ ーダの 水 湛か ら

10 月 3 日 に體長 5mm ．の 黄褐色の ガ ム シ を採 集 した 。 小 生 はほ しい まま に オ

ニ ユ ー ト ガ ム シ の假稱 を與 へ た 。 祕谷氏 に 從 へ ば 翫 o砺 甥 屬の もの だ と云 ふ 。

’

今徇ほ種 名は判 明 せ ぬ 。

　　　　　　　　　　17． 熱 洵 省 産 の ゲ ン ゴ ロ

　　昭 和 8 年 9 月 12 日長山峪の 東南の 炭局テ『附近 を採 集 した内に愉快な採品

が あ る 。 西大嶺の 山ふ と こ ろ に 包 まれた清洌な湧水 の 中に 、 ミ ヅ ス マ シ の 檬 に

表面膜下 を廻つ た り、水底に静止 した りす る 、 軆長 10mm ．内外 の ゲ y ゴ ・ で
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あ る
。 鼬谷 一男氏 に し らべ て い ただ い た ら 、 屬が Ag α btesで あ る こ とま で はわ

か つ た 。 小生の ノ ー恥に は ミ ナ カ ミ ゲ ン ゴ ロ の帳樗 を與 へ て お い た 。 此の和 名

は廣島で の ラ ジ オ で も さ う鱸 して 訟 い た 。

　　 8 月 30 日 興隆滞在中に採集 した，、 體の 全 長．10mm ，位 の もの は 、
ミ ナ カ

ミ ゲ ン ゴ ・ と 同 屬の もの で 、今 回 新 名チ ャ イ ・ マ メ ゲ ン ゴ ・ 匆 伽 8brown ・i

KAMrYA
， 1934 が 與 へ られた 。 九 州に も見付か つ て ゐた の だ と云 ふ 。

　　森爲三氏が 8 月 20 日頃 、 承徳離宮め池で探集された の は體長 28mm ，位

な種類で 、泊氏の 目録 （p．49，
No．2）に も出て ゐ る、日本 で は よ く知 られ て ゐ る

コ ガ タ ゲ ン ゴ ロ   bi8‘8暢 ナ加 鰭 α鰡 （OtrvrER，
1795 ）〔sub ：

・
ヱ）ytisc｛tS〕 で あつ た 。

　　以 上 3 種が 山岳地 帶の 清水 に棲む ゲ ン ゴ ロ で あ る。 北方の 牢沙漠地帶 （主

と して 東オ ニ ユ ー ト）で 採集 した種類 は次 の 4 種で あ る
。

　　 ユ）ゲ ン ゴ u ダ マ シ DytiscatS　”urrgisialis　Li）gmL’AEus ，1758． 體長 33　mm ．位 。

日本の 北 帶か らシ ベ リ ア ・歐 洲 に ゐ る 。

　　 2）・・ ヒ イ ・ ゲ ン ゴ ・ Eh’et・s・sti・tieies　L ・猷 △鵬
，
1767． 體長 14　mln ．位。 分

布 は甚だ．廣 v・
。 　　　 　　　　 　　　　 　　　　 ・

　　3） ヒ メ〃 ン ゴ ・ 劭 螺 … 鋼 … 欄 S・ 訟臓 K6
， 1828． 體長 12　mm ．位 。 日

本か ら北 まは り

『
に 歐洲 まで 分布 して ゐ る 。

　　4） コ シ マ ケ シ ゲ ン ゴ ・ σ・el・mbi − g　 caspicnss （WEH ）“
一
・KE

，
1873） 〔，。 b ：

Hyclropor｛ds〕・ 體長 4mm ．柆 。
シ ベ リア か ら北歐 に 分布 して ゐ る もの で あ る 。

’

　　　　　　　　　 18． 南 滿 洲 及 熱 河 省 産 の ゼ ミ

　　昭 和 8 年 7 月 27 日 われ等一行が 大連 に濳 い た 日 の 正 午滿鐵総裁伯爵林榑

太郎氏の 招宴 に 列 したが 、窓際め樹 に ワ

．
キ ジ ロ ミ ン ミ ン が 盛ん に鳴 い そゐ た 。

翌 日 も翌 々 日 も大連や 族順 で
、 此 の ミ ン ミ ン を聞“た 。

30 日 に は熊岳城 の農事

試驗 場 を參觀 したが 、 秋山武雄氏か ら此地 方産と して ア ブ ラ ゼ ミ と ワ キ ジ ロ ミ

ン ミ ン の 2種 を見せ て V・た だ い た 。

　　熱河省 に 入つ て 以來 セ ミ に は 却 々 出會はなV ・
。

S 月 25 日 に磚瓦窪か ら柴

河 口 に 至 る族 を した 。 此の 間 、 晝食 をした撈凹 と云 ふ塞村で ヒ ・ ハ ドロ や ア ン

ズ の 尉上 va　s
エ ヅ ゼ ミ樣の 鳴聾を聞 9

． そ の 委 もほ の か に は觀た けれ ど も 、 捕

へ る こ と は 出來なか つ た 。
ミ ン ミ ン も聲は 聞い た o

　　撈凹 で も柴河 口 で も ノ ；レ や ドロ の 木 の 高 い 所 に ク マ ゼ ミ が レ ギ レ キ ∴ ・…
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・…・・と嶋 きつ づ け て ゐ た 。 吹 の 26．
’
　p　Wg河 口 か．ら宍隆唐へ の 途上 、 爽馬石や 二

道營子 で
、

ミ ン ミ ン を聞 い た 、

　　8 月 28 日は北 營房か ら興隆 へ の 族 をした 。 此 の 途 中で 馬圏子¢f川岸で
、

高 さ 5rn．許 b もあ る ノ ； レ の 梢近 くに ゐ るク マ セ．ミ 3 頭 を採集 した 。 最初採 つ

た の は死 ん で 居 り 、 白 V ・黴 が つ い て ゐ た 。 所謂 セ ミ カ ビで あ る
。 後の 2 疋 は生

け る d で ある が 、 之等はすべ て 銃で打つ ためで あ る が 、あま り體 を〉・た めす に

採集出來た 。 　レ キ レ キ と鳴 くの が ク マ ゼ ミ で ある こ とは 、實 は此 日 に なつ て始

め て た しか に わ か つ たの で あつ た 。

　　9 月 6 日興隆か ら墻子 路の 間で もク マ ゼ ミ を 3 ケ 所 で た しか めた 。 1） 青

石 嶺 の 東方 2km ，位 の 所 。
2）泉嶺 と九聖席 の 間63 ）三 道河子 の 西方 1km ．位

の 所で ある。

　　9 月 7 日は 中華毘國河 北雀内の族で 、 墻子路 か ら石 匣鎭 まで を歩い た 。 墻

子路 の 西方 3− 5km ・の 所 で
「
もク マ ゼ ミ や ミ ン ミ ン を見た 。

　　ミ ン ミ ン は土 名で ミ ン ミ ン ワ 昌 と量 ふ 。 種類はた しか に ワ キ ジ ロ ミ ン ミ ン

E卩ち 力曝 正 世 氏 の テ ウ セ ン ・ ン

 
で あ つ て 、學 名は α・・噸 脚 ・ … ＿

KATO ，1925 で あ る 。 ク マ ゼ ミ は加 藤 氏 の 御 研 究 に 依 つ て ス ヂ ア カ ク マ ゼ ミ

C｝1：　1？totympαma 　p2estulata（F 、tBRrClus ，1787）〔sub ： Tettigon−ia〕と決定 す る 。

　　
エ ヅ ゼ ミ は採れぬか らほん．との こ とは屬 名 も確定せ ぬ が 、Tibieen　sp ．と し

’

て も、さ う咎め られ もしなVb
。 他 に チ ッ チ ゼ ミやク サ ゼ ミ の 類 も見 付 力・ るかと

豫期 して ゐ たが 、 要す る に 聲 も形 も經驗せ すに絡 っ た 。
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